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我

が
國

民

所

得

の
地

方

別

研

究

(

一
)

汐

見

三

郎

第

一

緒

言

凡
そ
経
済
現
象
を
研
究
せ
ん
ε
す

る
に
當

っ
て
は
、
二

つ
の
立
場
が
考

へ
得
ら
れ
る
。

一
は
、
多
く
の
縄
濟
現

象
の
中

に
存
す
る
普
遍
性
を
捕

へ
馬
概
括
的
の
結
論
を
下

さ
ん
ξ
す
る
態
度
で
あ
る
。
他
は
分
化
的
研
究
で
あ

っ

て
、
各
種
の
経
済
現
象
の
箇
別
性
を
究
め
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
、
我
が
国
民
所
得
の
獲
達
を
明
に
ぜ
ん
ご
す

る
に

當
っ
て
も
、
恰
も
此
二
つ
の
研
究
方
法
が
存
し
て
み
る
σ
本
誌
前
號
に
於
て
、
我
が
国
民
所
得
が
世
界
大
戦

に
よ

り
大
躍
進
を
遂
げ
、
藪
に
資
本
主
義
の

「
韓
機
を
劃

せ
り
ε
諭
せ
し
が
如
き
は
、
云
は
ば
概
括
的
の
見
方
で
め

つ

て
、
全
豹
を
捕
捉
せ
ん
ε
す

る
態
度
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
戦
争
中
に
我
が
国
民
所
得
総
額
が
十
億
圓
よ
り
三

十
億
圓
に
三
倍
し
、
十
萬
圓
以
上
の
所
得
を
受
く
る
者
の
敷
が
十
五
倍
し
た
ご
云
っ
て
も
、
我
国
の
各
地
方
に
於

て
凡
て
三
倍
し
凡
て
十
五
倍
し
た
か
否

か
に
至
っ
て
は
、
頗
る
疑
問
ε
す
る
所

で
め
る
。
資
本
主
義

の
獲
達

`
云

っ
て
も
、
決
し
て
凡
て
の
地
方
が
同

一
歩
調
を
ε
つ
て
み
る
課
で
は
な
い
、
其
間
自
ら
緩
急
の
別
が
あ

る
か
故
に

我
が
国
民
所
得
の
獲
達
の
趨
勢
を
論
ず

る
に
際
し
て
も
、
鳥
瞰
的

の
全
般
観
察
を
試
む
る
ε
共
に
、
針
で
井
戸
を

掘

る
が
如
き
箇
別
的
研
究
を
進

め
ね
ば
な
ら
阻
。

論

叢

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(
一
)

第
+
四
巻

(第
四
號

二
七
)

六
一九

1)拙 稿、我国 に於 げる国民所得の鰻達(纒1齊 論叢第十四S505-525頁)

の
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論

叢

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
〔
一
)
.

第
十
四
巻

(第
四
號

二
八
)

大
二
α

我
が
国
民
所

得

の
地

方
別
研
究

を
行

ふ
に
當

り
、

第

一
に
問
題

ご
な

る
の
は
、
地

方
を
如

何

に
匿

扮
す

べ
き
や

の
黙
で
あ
る
。
律
那

「
}

簿

か
を
標
本
的
極

ぴ
此
等
を
綾

里

す
る
の
も
方

法
で
あ
る
・
義

零

へ

も

へ
　

マ

も

禮
を
研
究

の
対
象
こ
す
る
場
合
で
も
、
或
は
市
、
町
、
村
の
別
に
暴
き
、
叉
は
府
縣
の
標
準
に
よ
り
、
地
方
別
冊

ロ

の

へ

し

ら

も

ヤ

マ

や

ち

ね

究
を
試
み
も
事
も
出
京
る
、
余
は
藪
に
は
税
務
監
督
局
の
管
轄
画
域
を
以
て
地
万
別
の
基
礎

こ
し
、
研
究
を
進

め

セ
の
で
あ
る
。
而
し
て
材
料

の
都
合
上
明
治
四
十
二
年
乃
至
大
正
八
年
の
期
間
丙
に
於
け
る
載
が
国
民
所
得
を
調

査
す
る
事
ε
し
た
。

税
務
監
督
局

の
管
轄
匠
域
ば
、
税
務
監
督
局
官
制
の
別
表

に
規
定
せ
ら
れ
て
る
る
。

明
治
四
十
二
年
十
月
二
十

二
日
勅
令
第
二
百
六
十
五
號

に
よ
れ
ば
、
東
京
、
宇
都
宮
、
京
都
、
大
阪
、
札
幌
、
秋
田
、
仙
塁
、
長
野
、
名
言

屋
.
廣
島
、
-丸
癒
、
熊
本
、
鹿
見
島
の
十
三
地
方

に
別
れ
て
み
た
が
、
其
後
大
正
二
年
六
月
十
三
日
勅
令
第
百
五

十
九
號

に
よ
り
各
局
を
併
合
し
た
る
上
、
東
京
、
大
阪
、
ド
札
幌
、
仙
墓
、
名
古
屋
、
鷹
島
、
丸
稲
、
熊
本
、
の
八

地
方
に
改
め
た
の
で
あ

る
。
各
府
縣
を
監
督
局
別
に
分
類
す
る
ε
、
次
の
如
く
で
.あ
る
。

【

一

八
監
督
局
(

東

京
癩
趨

纏

謎

嘆

、
千
葉
、
山
梨

大
阪
{麟

綴

罐

翻
隔
。

札

幌

{
北
海
温

秋
田
、
青
森

、
山
形

一仙

黒
宮
城

、
.畷
手
、
輻
島

名
古
屋
{籍

繍

鵬

三
重
岐

阜

い 　の 　 へ 　　
名長=ゴ山秋 オL大京 宇乗
古 都
屋野 墨 田 幌 阪都 宮東一
一+
。
監
督
局



"

一器

　艦
齢

鯉

額

。島
根

痛

塾

レ

.

パ

本
{
熊
本
三
隅
岡
・
大
分
・
長
崎
・
佐
賀

}熊

本
一

座
見
島
、
宮
崎
、
沖
縄

}鹿
児
島

本
論
丈
に
於
て
は
、
大
正
二
年
度

の
別
表
改
正
の
結
果
に
な
る
八
税
務
監
督
局
の
地
方
別
を
採
用
し
、
從

っ
て
大
正

二
年
以
前

の
数
字
に
は
凡
て
換
算
を
加

へ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
税
務
監
督
局
の
管
轄
匠
域
な
る
も
の
は
、
我
が
国

民
所
得
の
地
方
別
研
究
を
行

ふ
に
最
適
當

の
も
の
な
り
ε
は
断
言
し
難

い
。
蓋
し
八
監
督
局
別
は
輩
に
行
政
上
の

便
宜
に
出

で
た
人
爲
的
屋
劃
で
あ

っ
て
、
或
は
贋
狭
常
な
く
、
叉
は
其
間
同
質
性
乏
し
ε
の
鮫
黙
あ
る
が
故
で
あ

る
。
第

一
の
廣
狭
常
無
き
事
は
事
實
で
あ
る
が
、
此

に
封
し
て
は
国
民
所
得
の
絶
…封
敷
以
外
に
相
蟄
敷
を
算
定
し
、

以
て
其
映
黙
を
補

っ
て
置

い
た
。
叉
分
類
の
標
準
に
同
質
性
乏
し
ε
の
批
難
あ
る
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
大
騰
に
於

て
北
海
道
、
東
北
、
關
束
、
中
部
、
近
畿

、
中
国
、
四
國
、
九
州
の
地
理
的
歴
劃

ご

一
致
し
、
且

つ
六
大
都
市
の

中
、
東
京
、
横
濱
が
東
京
監
督
局
に
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸

が
大
阪
監
督
局
に
、
名
古
屋
が
名
古
屋
監
督
局
に
包

含
せ
ら
る

、
が
如
き
結
果

こ
な
つ
・て
る
る
か
ら
、
輩
な
る
行
政
的
匠
劃
以
外
に
或
種
の
意
味
を
齎
す
筈
で
あ
る
。

以
下
、
税
務
監
督
局
の
管
轄
暖
域

の
地
方
別
を
標
準
ざ
し
て
、
我
が
国
民
所
得
の
構
成
分
子
及
び
其
分
配
状
態

が
明
治
四
十
二
年
乃
至
大
正
八
年
の
最
近
+

一
年
間
に
如
何
に
攣
動
し
陀
か
を
明
に
し
、
以
て
我
国
民
所
得
の
獲

達
の
地
方
別
研
究
を
試
み
た

い
の
で
あ
る
。

F論

叢

」我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(
一
)

.

錆
十
四
巻
.
.(第
四
號

二
九
)
⊥
ハ
ニ
ー

'

「

.
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;慰
一四
三

一四
四

論
.
職

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(
;
.
.

第
+
四
巻

(第
四
號

三
9

六
二
二

第

二

所

得

横
…成

の

地

方

別

研

究

我
が
国
民
所
得
が
如
何
な
る
内
容
よ
b
構
成
せ
ら
れ
て
み
る
か
は
、
種
々
の
材
料
よ
り
之
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
。
一

然
し
藪
に
は
專
ら
所
得
税
統
計
を
材
料

こ
し
て
考
察
を
進

め
た

い
の
で
る
る
。
先
づ
第

一
に
各
地
方
に
於
け
る
国

民
所
得
の
絶
掛
額
を
示
し
、
次
に
各
地
方
の
所
得
が
全
国
の
國
民
所
得
に
射
し
て
占
む
る
割
合
を
達
観
的
に
観
察

し
、
最
後
に
各
地
方
に
就
き
所
得
構
成
の
箇
別
的
研
究
を
施
し
た
の
で
あ
る
。

一

国
民
所
得
の
構
成

分
子

我
が
国
民
所
得
の
総
額
は
、
所
得
挽
の
裸
視
物
件
た
る
各
種
所
得
を
合
計
し
て
、
之
を
算
定
す
る
事
が
出
家
る

r

前
論
交
に
於
て
試
み
し
が
如
く
、
、
第
三
種
所
得
中

の
田
畑
、
山
林
伐
採
、
原
野
其
他
土
地
.
牧
養
及
採
取
業
の
所

得
を
農
業
所
得
ε
し
、
農
業
所
得
以
外
の
第
三
種
所
得
、
第

一
種
所
得
、
.第
二
種
所
得
、
所
得
税
冤
除
の
國
債
利

子
を

一
括
し
て
農
業
以
外
の
所
得
ε
す
る
ξ
、
大
鴨
次
の
如
き
敷
字
を
得
る
事
が
出
京
る
。

・

表

、

農
業
以
外
の
所
得

》

第
三
弼
所
得

卜

農
業
所
得

請四『
九
天
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、
耳
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ロ

一
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一
δ
〕
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【δ
0
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一
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=
0
8

一
δ
0
0

東
京
、
.大
阪
、
札
幌
、
仙
毫
、
名
古
屋
、
廣
島
、
丸
緬
、
熊
本
の
八
地
方
の
国
民
所
得
が
全
置
の
国
民
所
得
に

謝
し
て
占
む
る
割
合
を
算
出
す

る
ε
、
種
々
興
味
あ
る
事
實
が
明
ε
な
っ
て
來
る
。

　

　

総

額

に
就

て
見

る

に
、
大

正
八
年

に
は
東
京

、
大

阪
、
名
古
屋

、
熊
本

、
廣

島
、
仙
豪
、
丸
亀

、
札
幌

の
順
序

幅

に
な

っ
て
み
る
。
東
京
、
大
阪
の
両
地
方
の
み
で
全
国
の
⊥
八
割
⊥
八
分
、
者
古
屋
を
加

へ
て
全
図
の
七
割
八
分
を
占

も

ち

む
.る
が
如
き
、
大
都
市
の
所
在
地

が
如
何
に
人
な
る
国
民
所
得
を
擁
し
て
み
る
か
を
示
し
て
み
る
。
東
京
は
明
治

へ

へ

四
十
二
年
の
三
割
よ
り
大
正
四
年

の
三
割
二
分
大
正
八
年
の
三
割
七
分
に
、
大
阪
は
明
治
四
十
二
年
の
二
割
二
分



よ
り
大
正
四
年

の
二
割
四
分
大
正
八
年

の
二
割
九
分
に
、
共
に
増

し
て
み
る
。
然
る
に
、
其
他

の
地
方
は
何
れ
も

減
少
し
て
み
る
の
で
め
る
。
明
治
四
十
二
年
ビ
大
正
八
年

ご
を
比
較
し
て
碧
都
尉
の

一
割
六
分
よ
b

一
割
二
分
に

も

ヘ

ヘ

ヘ

モ

へ

あ

も

熊

本

の

一
割
よ

り
九

分
に
、
廣
島

の
八
分

よ
り
五

分

に
、
仙
藁

の
六

分
よ
り
四

分

に
、
丸
亀

の
四

分
よ
り
二
分

に

も

も

へ

札
幌

の
同
じ
く
四
分

よ
b
二

分
に
減
少

せ
る
が
如
き

、
皆
共
倒

で
あ

る
。

　

　

　

　

-
更

に
農
業
所
得

を
見

る
に
、
大

正
八
年

に
は
名
古

屋

、
東
京

、
大

阪
、
熊
本

、
仙
豪

、
鹿
島

、
丸
亀

、
札
幌

ご

云

ふ
順
序

に
な

っ
て
み
る
.
比
較
的
学

等

に
各
地
方

に
分
配

せ
ら

れ
て
み
る
。

明
治

四
十
五
年

ε
大
正
八
年

の
十

　

も

門
年
間

に
大

し
た
増
.減

は
無

い
が
、
只
大
阪

が

一
割

九
分
よ
り

一
割
五

分
に
減

少
せ

る
は
注
目

に
値
す

る
。

.

興
勢

排
卵
研
脾
律

に
あ
り

て
は

、
大
正
入
年

度
は
東

京
、
大
阪

、
名

古
屋

.
熊

本
、
廣
島

、
仙
毫

、
札
幌

.
丸

も

や

を

も

セ

も

カ

　

編

の
順

で
あ
る
。
而

し
て
、
東
京

、
大
阪
を
合

し
て

七
割
一
一分

.
名

古
屋

を
加

へ
る
`
八
割

二
分

に
上

る
、
他

は

推

し

て
知

る

べ
き
で
あ

る
。
最
高

は
東

京

の
四
割

一
分

に
し
て
最

低
は
丸
緬

の
二
分
で
あ

る
、
上

下

の
差
は
可
な

り
著
し
じ
の
で
あ
る
庭

護

外
の
所
得
の
中
・
殊
に
潔
パ
郷

を
捕

へ
る
く

更
に
響

な
る
特
色
疑

は
れ

る
。
大
正
八
年

に
見

る
も
、
蔚
計
、
だ
脚
、
謄
襟
腰
の
か
に
て
九
割
を
占

め
、
残
鹸
の

「
割
が
、
鯉
ガ
、
廣
齪
、

も

も

や

あ

ヘ

へ

　

丸
亀

、
仙

塁
、
札
幌

の
順
序

で
五
地

方

に
配
分

せ
ら

れ
て

る

る
。
東

京

の
四

割
七
分

よ
り
始
ま

り
札
幌

の

[
分
未

満

に
て
終

れ
る
が
如

さ
、
如
何
.に
不
均

衡

に
分
布
せ

ら

れ
て
る

る
か
が
明

で
あ
ら

ヶ
。
法
人
所
得

が
専

ら
大
大
都

市

の
.周
圃

に
集
中

し

て
み
る
事

は
、
考

慮
す

べ
き
大

事
實

で
あ

る
。
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論

叢

我
が
国

民
所
得

の
地
方
別
研
究
二

、)

第
+
四
巻

(第
四
號

三
八
)

六
三
Q

要
す

る
に
我
が
全
国
の
国
民
所
得
が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
殊

に
世
界
戦
争
を
中
.恥
ε
し
て
熬
り
三

酉
つ
た
所

で
、

か
く
の
和
ぐ
地
方
に
よ
り
大
に
趣
を
異
に
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
此
事
實
ぼ
戦
前
大
正
四
年
ざ
.戦
後
大
正
八

　

　

年

ざ
の
敷
字
を
比
較
す
れ
ば
、夏

に
明
瞭

ご
な

る
。
全
国
の
国
民
所
得
網
額
の
増

加
牽
を
標
準
に
す
る
ぜ
、
或
地
方

も

へ

ゆ

へ

も

マ

あ

も

ら

り

は
遙
に
其
以
上
に
増
し
て
み
る
。
大
阪
、
東
京
は
其
地
方
で
あ
る
。
然

る
に
残
鯨
の
六
地
方
は
相
劃
的

に
減
少
し

　

　

コ

　

ち

ヤ

リ

や

も

も

へ

も

や

て

る
る
の
で
あ

る
。
農
業
所
得

に
就

て
見

る
に
、
全

國

の
増

加
牽
以
上

の
も

の
は

、東
京

、
札
幌

、
仙
皇

、
名
古
屋

、

へ

あ

　

　

　

　

　

　

の

熊
本
に
.し
て
、
他
の
三
監
督
局
の
地
方
は
其
以
下
で
め
る
。
農
業
以
外
の
所
得

に
於
て
、
全
国
李
均
増
加
牽
以
上

を

や

ち

へ

の
も

の
は
東

京
、
大
阪
あ

る
の
み

に
て
、
他
は

凡
て
相

対
的
減

少

の
傾
向
を
辿

っ
て
み

る
。
更

に
、
其

殆

ん
.ε
全

の

　

　

　

も

も

部
が
商
工
業
脅
融
の
所
得
た
る
法
人
所
得
に
就
て
見

る
に
、
至
國
の
増
加
牽
以
上
に
め
る
も
の
は

…
大
阪
あ
る
の

み
で
、
他
は
皆
具
以
下
に
胤
し
て
み
る
。
世
界
戦
争
を
中
心
こ
し
て
商
工
企
業
が
勃
興
し
国
民
所
得
が

一
大
躍
進

　

へ

も

も

を
遂
げ
た
こ
云
は
れ
て
る
る
が
、
此
事
實
は
全
国
中
僅

に
東
京
、
大
阪
に
求
む

べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
戦
前
戦
後

の
我
國
の
好
景
気
な
る
も
の
は
實
は
京
、
阪
、
神
中
心
の
好
景
氣
な
り
ピ
云
ふ
事
も
、
統
計
的
に
實
謹

せ
ら
れ
ポ

鐸
で
あ
る
。

ヨ

箇

別

的

研

究

以
上
、
企
図
を
標
準
ビ
し
て
、
各
地
方
の
国
民
所
得
が
如
何
な

る
地
歩
を
占

め
て
み
る
か
を
、
研
究

し
た
の
で

あ
る
。
云
は
ば
達
観
的
観
察
で
あ
る
。
更

に
各
地
方
の
箇
別
的
研
究

に
移
ら
ね
ば
な
ら

源
。
.
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本
表
を
見
る
ε
.
沓
地
方
の
特
色
が
國
氏
所
得
を
通
じ
て
明
に
窺
は
れ
る
。
試

に
大
.止
八
年
度
を
標
準
ご
し
て

ヘ

ヘ

や

ち

へ
し

カ

ヘ

ヘ

へ

ゆ

あ

　

　

　

　

観
察
し
て
見
や
う
。
農
業
所
得
の
占

む
る
割
合
は
、
仙
毫
の
四
割
七
分
よ
り
丸
貌
、
名
古
屋
、
鷹
島

、
熊
本
、
札

り

　

　

　

　

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

幌
の
二
三
割
毫
の
所

に
下
り
、
更

に
東
京
、
大
阪
の
七
八
分
に
迄
落
ち
て
み
る
、
之
に
反
し
農
業
以
外
の
所
得
は

も

も

ヘ

ヘ

ヤ

ヤ

へ

も

も

ヘ

ヘ

へ

も

も

リ

や

東
京
の
九
割
三
分
、
大
阪
の
九
割
二
分
を
筆
頭
に
、
札
幌
、
熊
本
、
鷹
島
、
名
古
屋
、
丸
稲

の
順
を
経
て
、
遂
に

　

　

　

　

も

ヘ

コ

し

側
壁

の
五
割
三
分
に
終

っ
て
み
る
。
更

に
法
人
所
得
を
見
る
に
、
東
京
の
五
割
九
分
、
大
阪
の
五
割
六
分
よ
b
始

も

も

へ

あ

る

ち

へ

も

ヘ

カ

も

ヤ

も

ま
り
、
其
他
は
名
古
屋
、・
廣
島

、
熊
本
、
丸
鶉
、
札
幌
、
仙
璽
の
順
序
で
あ
る
、
面
し
て
最
後
の
仙
毫

は

一
割
圓

足
ら
す
で
あ
る
。

.

思

ふ
に
、

一
概

に
我
が
国
民
所
得

ご
云

っ
て
も
、
地
方
的
に
観
察
す
る
ε
、
其
間
自
ら
二
種
の
匠
別
が
存
す
る

様
で
あ
る
。
東
京
、
大
阪
を
中

毒6
`
す
る

一
種
の
型
`
、
其
以
外
の
地
方
の
騒
下
る
型
ε
が
即
ち
之
で
あ
る
。
假

に
後
者
の
代
表
こ
し
て
仙
蔓
を
ご
り
仙
藁
型
ε
し
、
前
者
の
代
表
に
は
大
阪
を
揮
ぴ
大
阪
型
ε
名
付
け
、
両
者

の
比



較
を
試
み
、
以
て
共
特
徴
を
明
に
す

る
。
説
明
を
明
瞭

穿

る
.爲

め
に
、
鑑

圖
表
を
使
用

し
、
両
者
の
趨
勢
を

寫
し
た
の
で
あ
る
。

.

仙
毫
型
ご
大
阪
型
ε
は
、
蔓
所
得

の
構
造
及
び
各
種
所
得
を
示
す

一
線

一
線
の
動
き
方
に
、
非
常
な
る
相
遽
を
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ヤ

も

.

.

.

総
額
に
就
て
見

る
に
、
大
阪
が
四
+
二
年
に

一
億
九
千
萬
圓
な

り

し

も

の
が
大
正
四
年
に
は
こ
憶
三
千
萬
圓

ヘ

ヤ

に
、
大
正
八
年
に
は
八
億
九
千
萬
圓
に
激
増
せ
る
に
、
其
聞
仙
毫
は
五
千
六
百
萬
圓
よ
り
五
千
入
百
萬
圓

に
、
最



騨

近

に
て
も
僅

に

「
億
三
千
萬
圓
に
増
加
し
て
み
る
に
過
ぎ
な
い
、

一
方
が
四
五
倍
せ
る
間
に
、
他
方
は
二
倍
の
数

字
を
示
し
て
み
る
。

　

　

　

　

ヤ

も

農
業
所
得
に
於
て
は
、
之
に
反
し
、
大
阪
は
四
十

二
年
の
四
千
七
百
萬
圓

よ
り
大
正
四
年

の
四
千
五
百
萬
圓

に

あ

へ

更

に
大
正
八
年

の
七
千
二
百
萬
圓

に
奨
化
し

一
進

一
退
せ
る
に
拘
ら
ず
、
仙
毫

は
四
十
二
年
の
二
千
六
百
萬
圓
大

正
四
年
の
二
千
五
百
萬
圓
よ
り
大
正
八
年
の
六
千
百
萬
圓
に
激
増
し
て
み
る
。
注
目
す

べ
き
相
違

で
あ
る
。

り

　

　

　

ヘ

へ

　

　

　

農
業
以
外
の
所
得
は
、
大
阪
が
依
然
優
勢
を
持
し
て
み
る
。
明
冶
四
十
二
年

の

一
億
四
千
萬
圓
が
大
正
四
年
に

は

【
借
入
千
萬
圓
ξ
な
り
、
明
治
四
十
二
年
の

一
億
四
千
萬
圓
が
大
正
四
年
に
は

一
億
八
千
萬
圓
ピ
な
り
、
翼

に

も

ヨ

大
正
八
年
に
は
八
億
二
千
萬
圓
に
上
り
、
最
近
十

一
年
間

に
約
⊥
ハ
倍
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
仙
塁

に
て
は

明
治
四
十
二
年

に
三
千
萬
圓
大
正
四
年
に
三
千
二
百
萬
圓
な
り
し
も
の
が
大
正
八
年

に
七
千
萬
圓

ε
な
れ
る
に
止

　

　

　

　

も

マ

ま
り
、
僅

に
山
倍
坐
・で
あ
る
。
殊

に
法
人
所
得

に
至
っ
て
は
、
両
者
の
差
異
の
著
し
き
も
の
が
あ
る
。
大
阪
に
て

は

明
治
四
十
二
年
の
、
一千
三
百
萬
圓
が
大
正
四
年
に
は
五
千
八
百
萬
圓
こ
な
り
、
更

に
大
正
八
年

の
五
億
萬
圓
に

ヤ

へ

攣

化

せ
し
が
如

き
、
實

に
二
十
二
倍

の
激
増

で
あ

る
。
一
方
仙
塁

は
四
十

二
年

の
三
百
萬
圓

よ
り
大
正

四
年

の
五

百

萬
圓

に
、
大
正
八
年

蔦
は
千

二
百
萬
圓

ε
な

っ
て
み

る
か
ら

、
十

一
年
間

に
約

四
倍

し
て
み

る
。

二
十

二
倍

ご
四

倍

、
非
常

な
差
異

が
存

し
て
み

る
で
は
な

い
か
。

我

が
國
民
所
得
を
全
国
的

に
観
察

す

る
の
も

、

一
方

法
花

る
を
失
は
な

い
。

然

し
同
じ
我

國
の
内

部
に
於

て
も
内

論

叢

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(
ご

箱
卜
圏
谷

(第
四
號

四
三
)

轟ハ三
五

、

,



齢

論

叢

抗
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(
ご

第
†
四
巻

(第
叫
號

凹
凹
)

六
…一=
ハ

大
阪
型
ε
仙
毫
型
ε
の
両
者
が
存

し
其
間
か
く
の
如
き
顕
著
な
る
相
違

の
あ
る
を
見

"
ば
、

一
方
概
括
論
の
危
険

.

を
悟

る
ご
共
に
、
他
方
地
方
別
研
究

の
必
要
な
る
所
以
を
痛

切
に
威

せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
両
方
の
型
を
見

る
に
、

一
は
絶
謝
額

に
於
て
催
を
塵

し
て
み
る
、
而
し
て
大
阪
が
農
業
所
得
以
外
の
所
得
殊
に
法
人
所
得

に
於

て

長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
る
に
反
し
、
仙
毫
が
農
業
所
得
に
漸
く
其
奮
來
の
地
位
を
維
捺
せ
ん
ざ
す
る
が
如
き
、
正

に
考
究
す

べ
き
事
實
で
あ
る
。
資
本
集
中
は
農
業
に
於
て
行
は
る
る
か
、
商
工
業
に
容
易
に
行
は
る
る
か
の
如
き

大
問
題
も
、
亦
此
方
面
よ
レ
研
究
す

る
事
が
出
來
る
。
我
が
国
民
所
得
を
地
方
別
に
研
究
し
、
特
に
大
阪
、
仙
蔓

の
両
極
端
の
型
を
捕

へ
て
研
究
す

る
ε
、
暗
示
せ
ら
る
る
所
が
頗

る
多

い
の
で
あ
る
。

×

×

×

×
.

X

×

X

以
上
、
簡
軍
な
が
ら
我
が
国
民
所
得

の
構
成
分
子
を
地
方
別
に
研
究
し
だ
の
で
あ
る
。
更

に
問
題
を
進
め
て
肉

我
が
国
民
所
得
の
分
配
歌
態
の
地
方
別
研
究

に
移
ら
ね
ば
な
ら
鳳
。
〔
=

、
三
、
δ

)

「
F
.
.


